
二戸高等技術
専門校校長

○ 林務部長 ○ ○

○ 教育事務所長 ○ 保健福祉環境部長 ○ ○

○ 土木部長 ○ 局長 ○ ○

○ 水産部長 ○
副局長兼
経営企画部長

○ ○

○ 県税室長 ○ 産業振興室長 ○ 〇

農村整備室長 ○ 農政部長 ○ 〇

農業改良
普及室長

○

事
務
局

座席表

報
道
機
関

入
口 

参加予定報道機関 
・陸中魁新聞社 
・デーリー東北新聞社久慈支局 
・エフエム岩手久慈支局 
・岩手日報社久慈支局 
・朝日新聞盛岡総局 
・ダナスプランニング 



管内報道機関との定例懇談会（４月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 

令和２年度地域経営推進

費(県事業)の概要につい

て 

経 営 企 画 部 

人口減少問題をはじめとした県政の重要課題に対

応するため、今年度実施する地域経営推進費(県

事業)の概要をお知らせします。 

２ 

二戸高等技術専門校の令

和２年度主要事業につい

て 

二戸高等技術

専 門 校 

二戸高等技術専門校の、今年度の主な事業に

ついてお知らせします。 

 

【その他配付資料】 

・ 月間行事予定表（令和２年４月から５月上旬まで） 

・ わたしの北三陸デイズ 



報道機関懇談会資料（2020/4/8） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
令和２年度地域経営推進費(県事業)の概要について 

（経営企画部）  

令和２年度の地域経営推進費（県事業）について、お知らせします。 

 

１ 地域経営推進費について 

  広域振興局がそれぞれの広域振興圏において、現場主義に立脚した完結性の高い広域行

政を推進することにより、分権型社会の構築と産業の振興による自立した地域を目指し、

人口減少問題をはじめとした県政の重要課題に対応するための経費です。 

県が単独施策として行う「県事業」と市町村及び市町村長が必要と認める団体が取り組

む事業があります。 

２ 令和２年度地域経営推進費（県事業）実施方針 

圏域の地域特性を生かした地域振興を図るため、県北広域振興圏第１期アクションプラン・

地域振興プランの「目指す姿」を実現するための取組を効果的に推進する事業を実施します。 

【県北広域振興圏の目指す姿】 

多様かつ豊富な資源・技術、培われた知恵・文化を生かし、北東北、北海道に広がる交流・

連携を深めながら、新たな地域振興を展開する地域 

３ 事業数及び事業費（令和２年４月１日現在） 

45事業 41,316千円   ※ 個別事業の概要は、別紙のとおり。 

４ 主な事業（各見出しは、地域振興プランに掲げる重点施策項目です。） 

 (1) 多様な交流・連携により地域コミュニティを活性化します  

【新規】北いわて移住・定住推進事業（373千円・経営企画部）（別紙№２） 

➢ 移住・定住に関心のある首都圏在住者に、県北圏域の魅力や I・U ターン情報等の発信を

首都圏で行います。 

 (2) 文化芸術・スポーツの持つ力を地域活性化へつなげていきます  

【新規】北いわて・子ども文化スポーツ体験ひろば(1,502千円・経営企画部)(別紙№５) 

➢ 幼少期から文化芸術・スポーツに親しんでもらうため、児童へ文化芸術体験及びスポー

ツ団体との交流の機会を提供します。 

 (3) 地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の環境をつくります  

【新規】「おでかけ i-サポ」で素敵な“💕で愛💕”応援!!事業（557 千円・保健福祉環

境部、別紙№９） 

➢ 県北地域の人口減少対策の一環として、「おでかけｉ-サポ」の加入促進を図るため、婚

活支援セミナー＆「ｉ-サポ」登録会を行います。 

 



 (4) 新しい交通ネットワークを中心に、地域経済や暮らしを支える社会基盤を整えます 

【新規】さんてつ魅力発信事業（266千円・経営企画部、別紙№10） 

➢ 令和元年 10 月の台風第 19 号により被災した三陸鉄道を応援するため、運行再開後の利

用を促進するための取組として、フォトコンテストを実施します。 

(5) 環境を守り育てる人材を育成し、多様な主体との協働を進めながら、良好な自然環境を守ります 

【新規】県北地域における動物愛護思想普及啓発事業(513千円・保健福祉環境部、別紙№14) 

➢ 県北地域の動物愛護管理意識の高揚を図り、県が収容した動物の殺処分頭数を減少させ、

殺処分「ゼロ」の地域を目指すため、講習会や管内市町村と連携した避難訓練等を開催し

ます。 

(6) 豊富な再生可能エネルギー資源を生かした循環型の地域づくりに取り組みます 

【新規】北いわて再エネ広域連携推進事業（2,001千円・経営企画部、別紙№15） 

➢ 県北圏域でポテンシャルの高いエネルギーである風力、太陽光、バイオマス、波力等の

導入や利活用の促進を行うほか、県北圏域が一体となって、横浜市と進める再生可能エネ

ルギーの供給や物産を通じた交流の取組を支援します。 

(7) 北いわての農畜産物のブランドを確立し、多様なスタイルでいきいきと暮らせる農村をつくります  

【継続】“寒じめほうれんそう”生産・需要拡大事業（748千円・農政部、別紙№18） 

➢ 寒じめほうれんそうの生産を拡大するため、単収向上や作付拡大につながる移植栽培技

術を確立します。また、需要拡大に向けた商品開発、いわて生活協同組合購入者への PR

と地元産直での販売促進を行います。 

【継続】きらり輝く“むらのお宝”産地化大作戦事業（1,906千円・農政部、別紙№22） 

➢ 久慈地域ならではの農畜産物（南部かしわ、西洋野菜、くるみ等）の産地化とブランド

化に向けた研修会の開催や、生産実証・体制づくり等に係る支援を行います。 

(8) 地域材や特用林産物の生産体制の強化と需要拡大に取り組みます 

【新規】アカマツ販売チャンネルの新規開拓促進事業（519千円・林務部、別紙№29） 

➢ 木材資源として有効活用されていないアカマツ等の森林資源の循環利用を進めるため、

木製品パンフレットの作成等を通じて、木材販売チャンネルの新規開拓を促進します。 

(9) 担い手の確保・育成と漁業生産量の回復・向上を進めます 

【新規】革新的増養殖プロジェクト事業（1,168千円・水産部、別紙№38） 

➢ 県北管内の漁業生産量の維持、増大及び漁業経営の安定化を図るため、魚類養殖や海面

を重層的に利用する複合的増養殖といった“新たなつくり育てる漁業”の事業化に向けた

課題や改善策を検討します。 



(10) 北いわての魅力ある食材を生かした食産業を盛んにします 

【継続】北いわて食産業振興支援事業（2,861千円・経営企画部、別紙№39） 

➢ 食品加工業者の経営課題に応じた支援、意欲のある経営者等の育成、県北地域の優れた

農林水産物を活用した商品の認知度向上や消費拡大を図るため、首都圏におけるフェアの

開催や、地域未来牽引企業と連携した地域食材のＰＲを行います。 

(11) アパレル産業など高い技術力を有するものづくり産業を盛んにします 

【継続】北いわての伝統工芸品魅力発信事業（928千円・経営企画部、別紙№42） 

➢ 県北地域の多種多様な伝統工芸品の魅力を、実際に見学・体験してもらうオープンファ

クトリーを開催します。 

(12) 隣接圏域等と連携した広域観光を進めます 

【継続】北いわて国内誘客促進事業（1,121千円・経営企画部、別紙№43） 

➢ 県北圏域への誘客促進を図るため、特色ある地域資源を活用した観光メニューの充実や

情報発信、受入態勢の強化を行います。 

(13) 雇用環境の改善と若年者などの就業支援を進めます 

【新規】北いわて未来づくりネットワーク推進事業（862千円・経営企画部、別紙№45） 

➢ 「北いわて未来づくりネットワーク」を推進基盤として、女性活躍や子育て支援による

人材確保等の推進、未来技術（AI・IoT 等）や経営革新等による地場産業の競争力強化を

図るため、SDGsをテーマとしたフォーラムの開催、女性活躍推進法等に基づく一般事業主

行動計画の策定支援、未来技術の活用に関する現場見学会の開催等を行います。 

 

担当：経営企画部 細越企画推進課長 

電話：0194-53-4981 内線 315 



令和２年度地域経営推進費(県事業)概要

番
号

事業名 概要
事業費
(千円)

担当部
室

対象
地域

新規
・
継続

1
北いわて「つなが
り」創造プロジェク
ト

　県北圏域の振興施策や東日本大震災津波からの復興状況等について、
県北圏域の住民に発信する。

3,613
経営企画
部

全域 継続

2
北いわて移住・定住
推進事業

　移住・定住に関心のある首都圏在住者に、県北圏域の魅力やI・Uター
ン情報等の発信を首都圏で行う。

373
経営企画
部

全域 新規

3
カシオペアまち・ひ
とづくり推進事業

　若者の交流を目的としたイベントの開催や、地域資源を活用した若者
の取組を支援することで、地域の若者が主体となる活動の促進を図る。
また、地域資源の掘り起こしと情報発信を支援する。

3,231
経営企画
部

二戸 継続

4
北いわての魅力ぐ
るっと発信事業

　食を通じた三陸の魅力や資源を発信するイベント「三陸ぐるっと食
堂」を沿岸広域振興局等と連携して開催する。

743
経営企画
部

全域 継続

5
北いわて・子ども文
化スポーツ体験ひろ
ば

　幼少期から文化芸術・スポーツに親しんでもらうため、児童へ文化芸
術体験及びスポーツ団体との交流の機会を提供する。

1,502
経営企画
部

全域 新規

6
八戸市との文化ス
ポーツ交流・連携推
進事業

　文化芸術及びスポーツの振興を図るため、八戸市の施設を活用した管
内の文化芸術の発信や、プロスポーツ団体と連携したイベントを開催す
る。

557
経営企画
部

全域 継続

保健
医療分野

7
県北妊産婦安心出産
支援事業

　人口減少が進む中、誰もが安心して出産できるよう、管内市町村と連
携して妊産婦の健診受診等に係る交通費を支援する。

1,470
保健福祉
環境部

全域 継続

8
障がい者アート推進
事業

　障がい者の社会参加や生活の質の向上、地域住民の障がい（者）理解
促進を図るため、創作表現への支援や指導方法を学ぶ研修会を開催する
ほか、アート作品展の開催等を行う。

379
保健福祉
環境部

久慈 新規

9
「おでかけi-サポ」
で素敵な“💕で愛
💕”応援!!事業

　県北地域の人口減少対策の一環として、「おでかけｉ-サポ」の加入促
進を図るため、婚活支援セミナー＆「ｉ-サポ」登録会を行う。

557
保健福祉
環境部

久慈 新規

10
さんてつ魅力発信事
業

　令和元年10月の台風第19号により被災した三陸鉄道を応援するため、
運行再開後の利用を促進するための取組として、フォトコンテストを実
施する。

266
経営企画
部

久慈 新規

11
久慈・二戸地域「道
の日ウォーキング」
事業

　一般の方を対象として、久慈・二戸地域において、道路について関心
をもってもらい、道路の建設、維持管理に理解を深めてもらうため、地
域の道を歩き、道にまつわる史跡等を見学する「道の日イベント」を開
催する。

308 土木部 全域 新規

12
カシオペア連邦環境
を守り育てる若手人
材育成事業

　住民・環境団体及び事業者と行政が協働して、環境保全活動を活発化
させるための事業を行うとともに、岩手・青森県境産業廃棄物不法投棄
事案の発生した地域として、事案を風化させず教訓として後世に伝えて
いく。

587
保健福祉
環境部

二戸 継続

13
持続可能な社会の創
り手育成事業

　圏域内の環境保全団体及び一般市民が一堂に会する機会を設け、環境
講演会を含む意見交換会を開催するほか、人材育成事業として、教育現
場への水生生物調査の普及活動や中高生向けの環境業務セミナーを開催
する。

373
保健福祉
環境部

久慈 継続

14
県北地域における動
物愛護思想普及啓発
事業

　県北地域の動物愛護管理意識の高揚を図り、県が収容した動物の殺処
分頭数を減少させ、殺処分「ゼロ」の地域を目指すため、講習会や管内
市町村と連携した避難訓練等を開催する。

513
保健福祉
環境部

全域 新規

15
北いわて再エネ広域
連携推進事業

　震災等を契機とした再生可能エネルギー導入の必要性を踏まえ、県北
圏域でポテンシャルの高いエネルギーである風力、太陽光、バイオマ
ス、波力等の導入や利活用の促進を行うほか、県北圏域が一体となっ
て、横浜市と進める再生可能エネルギーの供給や物産を通じた交流の取
組を支援する。

2,001
経営企画
部

全域 新規

地域振興プランに掲げる重点施策項目

環境を守り育てる人材を
育成し、多様な主体との
協働を進めながら、良好
な自然環境を守ります

多様な交流・連携により
地域コミュニティを活性
化します

文化芸術・スポーツの持
つ力を地域活性化へつな
げていきます

地域における
医療体制を整
え、心身の健
康づくりと地
域で支え合う
福祉の環境を
つくります

介護
福祉分野

新しい交通ネットワーク
を中心に、地域経済や暮
らしを支える社会基盤を
整えます

豊富な再生可能エネル
ギー資源を生かした循環
型の地域づくりに取り組
みます

1



番
号

事業名 概要
事業費
(千円)

担当部
室

対象
地域

新規
・
継続

地域振興プランに掲げる重点施策項目

16
農業担い手チャレン
ジ支援事業

　産地をけん引する担い手の育成のために、認定農業者等の新たな取組
等へのチャレンジを支援する。また、地域農業を維持・発展する担い手
確保のために、支援制度が少ない退職帰農者等シニア層を主とする年代
が多様な営農スタイルで地域に定着することを支援する。

552 農政部 全域 新規

17
「広げよう、農福連
携の輪」普及支援事
業

　久慈地域での農福連携の取組を発展させていくため、障がい者に合わ
せた作業手順の見直し、周年作業体系の検討、地域における連携体制の
確立を行う。

379 農政部 久慈 新規

18
“寒じめほうれんそ
う”生産・需要拡大
事業

　寒じめほうれんそうの生産を拡大するため、単収向上や作付拡大につ
ながる移植栽培技術を確立します。また、需要拡大に向けた商品開発、
いわて生活協同組合購入者へのPRと地元産直での販売促進を行う。

748 農政部 久慈 継続

19 短角牛販路拡大事業
　短角牛の調理方法を記載したチラシを作成し、各種イベントで広く配
布し、一般消費者に適切な短角牛の調理方法が周知されることで、新規
購入者の増加と再購入者の定着による消費拡大を図る。

375 農政部 久慈 継続

20
短角牛肥育経営新規
就農モデル実証事業

　短角牛肥育経営において、飼料畑等の粗飼料生産地を保有しない条件
での新規就農の定着を図るため、自給粗飼料を使わない新たな肥育飼養
体系を確立するモデル実証に取り組む。

289 農政部 久慈 新規

21
県北地域６次産業化
課題解決応援事業

　産地直売所の商品不足の解消と販売額向上に向けて、産地直売所の運
営事業者が農産物等を集荷する仕組みを構築するため試験を実施すると
ともに、産直運営事業者に対して、集荷の取組モデルを提案する。

181 農政部 久慈 継続

22
きらり輝く“むらの
お宝”産地化大作戦
事業

　久慈地域ならではの農畜産物（南部かしわ、西洋野菜、くるみ等）の
産地化とブランド化に向けた研修会の開催や、生産実証・体制づくり等
に係る支援を行う。

1,906 農政部 久慈 継続

23
カイゼン導入農林水
産業経営力向上支援
事業

　認定農業者や農林水産業を営む法人等を対象に、トヨタ自動車株式会
社が提供する１次産業向けの生産管理手法や工程改善ノウハウを習得す
るカイゼン塾を開催することで経営効率化を担う人材を育成する。

895 農政部 二戸 継続

24
御所野遺跡等をテー
マにした産直の商品
開発等支援事業

　既存の産直や関係機関と連携し、御所野遺跡等をテーマにした統一コ
ンセプトのもとで既存商品・食材の見直し、魅力的な商品開発を支援す
る。また、国内外からの観光客受入を見据えた接客スキル向上等を支援
する。

696 農政部 二戸 新規

25
日本一の「甘茶」生
産量拡大作戦！展開
事業

　県北地域の特産品である甘茶は、九戸村が日本一の産地であるが、生
産量の約３倍の需要があることから、九戸村及び生産者組織等と連携し
て、単収向上及び規模拡大に取り組み、早期に生産量の拡大が可能な仕
組みを構築する。

316 農政部 二戸 新規

26
フードダイバーシ
ティ支援事業

　地域の食関連企業は、多くの外国人の食のニーズに対応するため、多
文化・多様な食に適応した取組を開始していることから、これらの需要
に応じた農畜産物の生産を支援するため、生産者等を対象としたフード
バリアフリー等にかかる研修会等を開催する。

517 農政部 二戸 新規

27
農林水産業みんなで
課題解決促進事業

　久慈地域の農林水産業を持続的に発展させるため、共通課題である担
い手の確保等の解決に向け、分野を超えて連携し、対応策の実践を行
う。

1,707
農政部、
林務部、
水産部

久慈 継続

28
「林業・木材産業」
新規就業者確保支援
事業

　久慈地方「木の仕事」協議会が、林業・木材産業に対する理解の促進
と就業意欲の向上を図るため高校生等を対象に実施する、高性能林業機
械などの操作体験を中心とした講座を支援する。

213 林務部 久慈 継続

29
アカマツ販売チャン
ネルの新規開拓促進
事業

　木材資源として有効活用されていないアカマツ等の森林資源の循環利
用を進めるため、木製品パンフレットの作成等を通じて、木材販売チャ
ンネルの新規開拓を促進する。

519 林務部 久慈 新規

30
久慈地方原木乾しい
たけ振興総合対策事
業

　原木乾しいたけ生産者の収益向上に向け、海外での料理人を対象とし
たＰＲ活動や、高品質な食料品を品揃えするスーパーでの生産者等によ
る販売促進活動を行う。また、県内におけるPRを目的とした「久慈地方
産原木乾しいたけフェア（仮称）」を開催する。

1,619 林務部 久慈 継続

31
浄法寺漆資源維持造
成対策事業

　漆資源の維持・確保や安定供給体制の構築を図るため、漆苗木生産技
術や育林技術の普及啓発等の取組を行う。
　また、二戸管内の小学生の体験学習での漆器製作支援及びイベントや
飲食店等への漆器貸出を通して浄法寺漆のＰＲを行う。

839 林務部 二戸 継続

32
北いわて木炭販路拡
大促進事業

　木炭産業の振興に向け、北いわて木炭産業振興協議会の販路拡大に向
けた取組を支援するほか、木炭生産の効率化を図るため、工程改善や作
業負担の軽減に向けた調査を行う。

135 林務部 全域 継続

33
林業イノベーション
による経営力向上支
援事業

　林業の生産現場において、トヨタ自動車㈱の生産管理手法や改善ノウ
ハウを応用して、生産管理を改善するため、経営効率化モデルの構築を
支援し、二戸地域から広く普及を図る。

694 林務部 二戸 新規

地域材や特用林産物の生
産体制の強化と需要拡大
に取り組みます

北いわての農畜産物のブ
ランドを確立し、多様な
スタイルでいきいきと暮
らせる農村をつくります
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号
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室
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地域

新規
・
継続

地域振興プランに掲げる重点施策項目

34
久慈地域水産物戦略
的販売事業

　水産物の認知度向上や漁業者及び加工事業者等の収益向上を図るた
め、久慈地域「海の幸」ＰＲ協議会と連携し、顧客のニーズに合わせた
商品の選定やＰＲなど戦略的な活動を展開する。

746 水産部 久慈 継続

35 明日の浜人応援事業
　地域の担い手候補（一般人、高校生）を対象に漁業体験を実施し、地
域漁業の理解を深め、職業意識を醸成することで漁業就業に結びつけ
る。

278 水産部 久慈 継続

36
餌料対策連携構築事
業

　海藻養殖が盛んな野田村及び普代村の漁協が餌料海藻を養殖生産し、
洋野町管内の漁協へ供給する地域連携体制を構築する。

245 水産部 久慈 継続

37
漁港泊地高度利用事
業

　漁港泊地の多目的利用を促進する一環として、泊地を活用した増殖蓄
養技術を開発し、漁業者の収益向上を図る。

856 水産部 久慈 継続

38
革新的増養殖プロ
ジェクト事業

　県北管内の漁業生産量の維持、増大及び漁業経営の安定化を図るた
め、魚類養殖や海面を重層的に利用する複合的増養殖といった“新たな
つくり育てる漁業”の事業化に向けた課題や改善策を検討する。

1,168 水産部 久慈 新規

39
北いわて食産業振興
支援事業

　食品加工業者の経営課題に応じた支援、意欲のある経営者等の育成、
県北地域の優れた農林水産物を活用した商品の認知度向上や消費拡大を
図るため、首都圏におけるフェアの開催や、地域未来牽引企業と連携し
た地域食材のＰＲを行う。

2,861
経営企画
部

全域 継続

40
北いわてものづくり
産業人材育成・連携
促進事業

　地場ものづくり企業等の競争力向上を図るため、生産ラインなど業務
効率の改善に向けた取組等を支援するとともに、地域のものづくり産業
人材の育成に向け、管内実業高校における技術指導等を支援する。

1,135
経営企画
部

全域 継続

41
北いわてアパレル産
業人材育成支援事業

　基幹産業の一つであるアパレル産業の取引拡大や人材育成、認知度向
上を図るため、商談会等の実施に向けた支援や地元高校生等からの
ファッションデザイン等の募集を行う。

1,184
経営企画
部

全域 継続

42
北いわての伝統工芸
品魅力発信事業

　県北地域の多種多様な伝統工芸品の魅力を、実際に見学・体験しても
らうオープンファクトリーを開催する。

928
経営企画
部

全域 継続

43
北いわて国内誘客促
進事業

　県北圏域への誘客促進を図るため、特色ある地域資源を活用した観光
メニューの充実や情報発信、受入態勢の強化を行う。

1,121
経営企画
部

全域 継続

44
カシオペア地域資源
活用推進事業

　二戸地域の特色ある地域資源を生かした取組を充実させ、二戸地域の
観光振興の推進を図るため、アクセスマップの作成や、体験交流プログ
ラムの新規企画支援などを行う。

879
経営企画
部

二戸 継続

45
北いわて未来づくり
ネットワーク推進事
業

　「北いわて未来づくりネットワーク」を推進基盤として、女性活躍や
子育て支援による人材確保等の推進、未来技術（AI・IoT 等）や経営革
新等による地場産業の競争力強化を図るため、SDGsをテーマとした
フォーラムの開催、女性活躍推進法等に基づく一般事業主行動計画の策
定支援、未来技術の活用に関する現場見学会の開催等を行う。

862
経営企画
部

全域 新規

45事業 41,316合　計

担い手の確保・育成と漁
業生産量の回復・向上を
進めます

北いわての魅力ある食材
を生かした食産業を盛ん
にします

アパレル産業など高い技
術力を有するものづくり
産業を盛んにします

隣接圏域等と連携した広
域観光を進めます

雇用環境の改善と若年者
などの就業支援を進めま
す
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報道機関懇談会資料（2020/4/8） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
二戸高等技術専門校の令和２年度主要事業について 

（二戸高等技術専門校）  

 令和２年度、二戸高等技術専門校は、久慈地区から５名の新入校生を迎えます。 

 修業期間は２年間で、自動車整備士又は建築大工として、地域産業に貢献する人材とな

るために必要な技能を身につけます。さらに、全国規模の競技会では上位入賞を狙います。 

 本校の、今年度の主な事業は次のとおりです。それぞれの機会で取材をお願いします。 

 

１ 入校式 

4月 9日（木） 午前 10時～10時 40分 

入校生数 

科名 総数 久慈地区 

自動車システム科 20名 ４名（久慈市４名） 

建築科 ８名 １名（洋野町１名） 

計 28名 ５名 

２ オープンキャンパス 

7月 5日（日） 午後１時～４時 

実習見学、展示、体験などを通じて本校の魅力を紹介します。マイカー安心点検、カ

ンナ削り体験、燃料電池自動車展示などを予定しています。 

３ 若年者ものづくり競技大会 

7月 29日（水）～30日（木） 広島県で開催 

出場選手は県内予選等を経て決定されます。 

４ 体験入校 

夏の体験入校 ８月７日（金）   

冬の体験入校 12月 19日（土） 

高校生に、本校の授業や実習を実際に体験してもらう体験イベントです。 

令和元年度は、エンジンの分解・組立、電気自動車ＰＩＵＳの分解・組立、仕口 

（しくち）の製作、ＣＡＤソフトを使った住宅設計などを実施しました。 

６ 岩手県若年者技能競技会 

10月 20日（火） 岩手産業文化センター アピオ で開催されます。 

７ 技能五輪全国大会 

11月 13日（金）～16日（月） 愛知県で開催 

出場選手は、県内予選等を経て決定されます。 

 

このほか、今年度は、久慈地区合同庁舎 1 階県民ホールを利用した本校学生の作品展示

も予定しています。 

また、本校の施設・実習等の見学は、随時受け付けています（原則として平日の午後）。 

 

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のためなどにより、予定を変更する場合があります。 

担

当 

県立二戸高等技術専門校 

校長 熱海芳廣、 校長補佐 阿部恵一 

電話： ０１９５－２３－２２２７ 
 



令和２年４月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

9 木 春の全国交通安全街頭啓発 7:30～ 久慈市 久慈市内 ◎ 久慈市生活環境課

13 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

18 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

23 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

28 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

令和２年５月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

4 月

5 火

8 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

65-5916

3 日

アグリパークおおさわ春の感謝まつり
（※コロナウイルスの影響で中止になる場
合があります）

12:00～ 洋野町 アグリパークおおさわ 洋野町水産商工課


